
令和５年度　物流博物館特別展　鉄道貨物輸送150周年記念特別展「汐留駅にみる貨物鉄道と通運のあゆみ」展示資料リスト　会期：2023年10月28日（土）～2024年1月21日（日）

「実物」欄に「＊」のあるものは実物資料を展示し、その他資料は写真及び図版のパネル展示としました。／「所蔵・撮影」欄に記載のない資料は、物流博物館蔵です。

第１会場
番号 実物 資　　料　　名 年　　代 所　蔵　・　撮　影 備　　考

導入

　双頭レール　最初期の鉄道レール

1 最初期の鉄道貨物の取り扱い風景　「東京名所之内新橋ステンシヨン蒸汽車鉄道図」 明治8年（1875）頃 歌川広重（三代）画　　

2 双頭レールの断面 令和5年（2023）8月6日撮影 旧新橋停車場 鉄道歴史展示室 屋外展示の再現軌道を撮影

3 日本で初めて導入された鋼鉄製平底レールの断面図 『日本国有鉄道百年史』第２巻掲載「平底軌条断面図」より作成

4 高架鉄道の荷重試験に用いられた双頭レール 明治後期 鉄道博物館蔵

5 双頭レールの固定の仕方 令和5年（2023）8月6日撮影 旧新橋停車場 鉄道歴史展示室 屋外展示の再現軌道を撮影

6 ＊ 双頭レール（2点） 明治初期 平原直氏寄贈

　廃止直前の汐留駅

7 廃止直前の汐留駅の正門と駅本屋 昭和61年（1986）10月26日 渡辺一策氏撮影

１．明治時代の新橋駅と「通運」
新橋駅の開業

番号 実物 資　　料　　名 年　　代 所　蔵　・　撮　影 備　　考

8 開業期の新橋駅 明治5年（1872）　　 鉄道博物館蔵

9 新橋駅構内に停車中のB型（前期）機関車に牽引される旅客列車 明治10年(1877) 鉄道博物館蔵

10 明治14年（1881）の新橋駅構内図　「東京停車場平面図（新橋停車場）」 大正3年（1914）以降 鉄道博物館蔵

11 ＊ 東京汐留鉄道御開業祭礼図 明治5年（1872） 歌川広重（三代）画 展示期間：2023年10月28日～11月29日

12 ＊ 東京蒸気車鉄道一覧之図 明治4年（1871） 歌川芳虎画 展示期間：2023年11月30日～12月24日

13 ＊ 東京新橋鉄道繁栄并高輪遠景 明治6年（1873） 歌川国政（三代）画 展示期間：2024年1月5日～1月21日

鉄道貨物輸送のはじまり

14 「貨物運輸始業届」『鉄道寮事務簿』第十一巻　第十項 明治6年(1873)9月15日 鉄道博物館蔵 重要文化財

15
鉄道荷物取扱の願出書と決裁書　『鉄道寮事務簿』巻十　第四十四項 「鉄道荷物運輸取扱三井

組願出一件」
明治6年（1873）7月 鉄道博物館蔵 重要文化財

最初期の貨物鉄道と「通運」の光景

16 ＊ 東京名所之内新橋ステンシヨン蒸汽車鉄道図（復刻） 昭和28年（1953） 歌川広重（三代）画　　 原資料：明治8年（1875）頃　　展示期間：2023年10月28日～12月24日

17 ＊ 東京名所之内新橋ステンシヨン蒸汽車鉄道図 明治8年（1875）頃 歌川広重（三代）画　　 展示期間：2024年1月5日～1月21日

18 ＊ 明治はじめの貨物ホーム　新橋停車場の荷物積卸場模型 平成10年（1998） 縮尺：1/30

19 有蓋貨車（容積7トン／重量10トン） 明治期　　 鉄道博物館蔵

20 無蓋貨車（容積6トン／重量7トン） 明治期 鉄道博物館蔵

21 郵便車 明治期 鉄道博物館蔵

明治の貨物鉄道と「通運」事業者

22 鉄道貨物取扱業者の引札　「大利回漕店引札」 明治時代

23 鉄道線路便覧（複製） 明治22年(1889)頃 展示期間：2023年10月28日～12月24日

24 ＊ 駅前運送店の引札 内国通運会社代理店・飯田大八引札 明治23年（1890） 展示期間：2024年1月5日～1月21日

25 ＊ 手荷物引換証（チェッキ）（全8点） 鉄道博物館蔵 新橋-神戸（2点）、新橋-国府津、新橋-大阪、新橋-横須賀、新橋-逗子、新橋-横浜、新橋-京都

26 ＊ 着駅扱手荷物配達切符（甲片） 明治37年（1904）4月 佐藤美知男氏蔵

27 ＊ 汽車積荷物取扱定規 明治13年（1880）9月

28 ＊ 最初の運賃表　「鉄道貨物運送補則並賃銭表」 明治6年（1873）9月13日

新橋駅構内の構造～明治30年代～

29 築地海軍大学校上空よりみた新橋駅『帝都俯瞰写真』 明治37年（1904）　 宮内庁書陵部蔵

30 新橋駅構内 明治20年代後半（1892～97）　 鉄道博物館蔵

31 新橋駅を発車する貨物列車 明治20年代後半（1892～97） 交通博物館編「新橋駅ものがたり（1）」（『季刊輸送展望』春季（241）、1997年2月）より転載

32 新橋駅構内の機関車と石炭積込台・機関車転車台 明治中期　 鉄道博物館蔵

33 新橋停車場之全景『東京土産銅版密図 名所明細絵解』 明治30年（1897） 港区立郷土歴史館所蔵

34 新橋停車場構内平面図 明治30年（1897）6月現在 鉄道博物館蔵

新橋駅構内の構造～明治40年代～

35 「逓信省塔上ヨリ東京市中展望ノ景」（新橋駅部分 その1） 明治43年（1910） 郵政博物館収蔵

36 「逓信省塔上ヨリ東京市中展望ノ景」（新橋駅部分 その2） 明治43年（1910） 郵政博物館収蔵

37 「新橋停車場平面図（明治四十四年現在）」 一般社団法人 日本交通協会蔵 平井喜久松「汐留駅改良工事に就て」『帝国鉄道協会会報』第35巻第7号、1934年より転載

38 汐留川荷揚場の荷役風景 明治40年（1907）頃 鉄道博物館蔵

39 新橋駅構内の工場風景 明治30年代 鉄道博物館蔵

２．激動の汐留駅～大正・昭和戦前・戦中期～
番号 実物 資　　料　　名 年　　代 所　蔵　・　撮　影 備　　考

大正期の汐留駅と「小運送」業

40 明治25年（1892）の鉄道線路図（明治25年12月末） 日本貨物鉄道『写真でみる貨物鉄道百三十年』（2007年）より転載

41 明治40年（1907）の鉄道線路図（明治40年12月末） 日本貨物鉄道『写真でみる貨物鉄道百三十年』（2007年）より転載

42 大正期の汐留駅発着貨物収入・トン数のグラフ 昭和初期 「汐留駅運送㈱新築記念絵葉書」より

43 東京駅 大正期 鉄道博物館蔵

44 汐留駅へ改称する直前の新橋駅 大正3年（1914） 鉄道博物館蔵

　東京湾台風による被災

45 倒壊した第三号貨物積卸場上家 大正6年（1917） 東京南鉄道管理局篇『汐留・品川・桜木町駅百年史』（1973年）より転載

46 被災した汐留川沿いの貨物積卸場上家 大正6年（1917） 東京南鉄道管理局篇『汐留・品川・桜木町駅百年史』（1973年）より転載

47 被災した貨物積卸場上家 大正6年（1917） 東京南鉄道管理局篇『汐留・品川・桜木町駅百年史』（1973年）より転載

　関東大震災による被災

48 関東大震災で焼失した汐留駅の機関車と車両 大正12年（1923） 東京南鉄道管理局篇『汐留・品川・桜木町駅百年史』（1973年）より転載

49 関東大震災で焼き尽くされた汐留駅構内 大正12年（1923） 鉄道博物館蔵

50 「汐留駅の惨状」　鉄道之婦人社発行絵葉書より 大正12年（1923）頃 写真提供：サークルTJ1914

　大正期の汐留駅～被災状況図による～

51 大正12年構内図 国立国会図書館デジタルコレクション 『大正十二年鉄道震害調査書補遺』（1927）（https://dl.ndl.go.jp/pid/1175826/1/164）より転載

　大正期の小運送

52 ＊ 大正初期の小運送業者の名簿　『全国運送取扱人名簿』（第10版) 大正3年（1914）

53 ＊ 『公認運送取扱人記号簿』 大正12年（1923）

54 ＊ 大正末期の小運送業者の名簿『五社店名簿』 大正15年（1926）版

55 汐留駅到着ホームに並ぶ集配用荷馬車 大正期 東京南鉄道管理局篇『汐留・品川・桜木町駅百年史』（1973年）より転載

56 汐留駅到着ホームに積まれた木箱の山 大正期 東京南鉄道管理局篇『汐留・品川・桜木町駅百年史』（1973年）より転載

57 汐留川の荷物積卸場（第一号貨物積卸場上屋）に並ぶ艀（はしけ） 大正期 東京南鉄道管理局篇『汐留・品川・桜木町駅百年史』（1973年）より転載

58 当時の小運送作業風景（内国通運㈱日本橋集荷所） 明治末～大正初期（1910年代前半）

昭和前期の大規模改良工事

59 震災後に応急的に復興した汐留駅 昭和5年（1930）頃 鉄道博物館蔵

60 昭和10年（1935）3月に完成した鉄筋コンクリート2階建の汐留駅本屋 昭和14年（1939）頃 東京南鉄道管理局篇『汐留・品川・桜木町駅百年史』（1973年）より転載

61 貨物駅構内の敷石舗装工事（汐留駅か） 昭和11年（1936） 国立国会図書館デジタルコレクション 『鉄道工学』（アルス土木工学大講座 第9）より転載　https://dl.ndl.go.jp/pid/1213460/1/151

62 汐留駅に設置された5トンガントリークレーン（写真1点・図2点） 国立国会図書館デジタルコレクション
小林芳夫「汐留駅に設備せる5屯ガントリ起重機に就て」（『工業雑誌』昭和14年第75巻第939号）

より転載　https://dl.ndl.go.jp/pid/1562040/1/30

63 「汐留駅改良工事竣工後図」（予定図） 昭和10年（1935）12月 一般社団法人 日本交通協会蔵 平井喜久松「汐留駅改良工事に就て」『帝国鉄道協会会報』第35巻第7号、1934年より転載

64 改良工事を終えた汐留駅の空中写真 昭和11年（1936） 提供：国土地理院 陸軍撮影空中写真

65 改良工事を終えた汐留駅の構内図 国立国会図書館デジタルコレクション
『鉄道工学』(アルス土木工学大講座 第9､1936年)より転載

https://dl.ndl.go.jp/pid/1213460/1/169（図の一部に加工して掲載）

66 昭和10年設置の貨車検量台 浦田慎氏蔵 『最新鉄道貨物輸送』（東洋書籍出版協会、1927）より転載

67 汐留駅の貨車用転車台 浦田慎氏蔵 『最新鉄道貨物輸送』（東洋書籍出版協会、1927）より転載

68 入換用貨車転車台 東京南鉄道管理局篇『汐留・品川・桜木町駅百年史』（1973年）より転載

昭和前期の汐留駅と「小運送」

69 昭和12年（1937）の鉄道線路図 日本貨物鉄道『写真でみる貨物鉄道百三十年』（2007年）より転載

70 汐留駅の荷揚場（にあげば）と艀 昭和初期 「汐留駅運送㈱新築記念絵葉書」より

71 汐留駅で荷役作業中の荷馬車 昭和初期 「汐留駅運送㈱新築記念絵葉書」より

72 汐留駅の荷馬車とトラック 昭和初期 鉄道博物館蔵

73 汐留で荷役作業中のトラック 昭和初期

　昭和前期の小運送作業

74 ＊ 東京市内各駅合同会社の調査ノート（4点） 昭和5年（1930）
流通経済大学 物流科学研究所

平原直物流資料室蔵

 「汐留運送会社 集配作業見学日誌（自五月五日至六月四日） PartⅠ.」「特小普通小口集配作業 両

国、秋葉原合同 PartⅢ」 「（飯田町合同運送㈱ 両国合同運送㈱）」 「小口貨物集配作業 秋葉原運

送会社 汐留合同運送会社 PartⅣ」

75 汐留駅構内にあった汐留駅運送㈱の社屋 昭和4年（1929）1月4日

76 ＊ 汐留駅運送㈱の絵葉書 昭和初期

77 ＊ 東京合同運送㈱のマッチラベル 昭和初期 石田晃浩氏寄贈

78 ＊ 東京合同運送㈱の社歌 昭和初期

79 ＊ 宅扱のパンフレット（4点） 昭和2年（1927）～10年頃（1935）
「特別小口扱　御手軽な荷物の送り方」「宅扱」（東京合同運送株式会社）「宅扱の栞」（鉄道

省・国際通運）「宅から宅へ　宅扱の話」（東京鉄道局）

80 ＊ 仙台鉄道局の宅扱宣伝パンフレット

81 ＊ 汐留発浜寺公園行き宅扱荷札（書セキ1巻） 昭和前期 佐藤美知男氏蔵

82 ＊ 汐留駅開業60周年記念スタンプ（印影） 昭和7年（1932・推定）

　昭和前期の小運送合同

83 東京の運送店の合同を報じる新聞記事　『東京日日新聞』昭和6年(1931)3月21日号 昭和6年(1931)3月21日 平原直氏旧蔵

84 「東京市内主要駅運送業者大合同経過」 昭和7年（1932）頃

85 ＊ 東京合同運送㈱の印半纏 昭和初期

86 9600形機関車が牽引する宅扱専用貨車ワキ1形　東海道線品川機関区にて 昭和12年（1937）7月2日 伊藤英雄氏撮影

　戦時下の汐留駅

87 中国大陸へ派遣された兵士への慰問袋の発送式 戦時下 平原直氏旧蔵写真

88 汐留駅での日本通運㈱汐留支店労務員の朝の点呼 昭和18 年（1943）5月8日 平原直氏旧蔵写真

89 戦時下の汐留駅の滞貨の山 戦時下 平原直氏旧蔵写真

90 汐留駅を視察する当時の首相・東条英機 戦時下 平原直氏旧蔵写真

91 日本通運㈱汐留支店の組織図「日本通運株式会社汐留支店労務者配置表」 昭和17年（1942）



３．戦後の汐留駅
番号 実物 資　　料　　名 年　　代 所　蔵　・　撮　影 備　　考

戦後復興期の汐留駅と「通運」

92 占領軍の監督下に置かれた汐留駅 昭和24年（1949） 映画「物のながれ」（製作:日本映画社、企画:日本通運㈱）より

93 汐留駅構内および周辺概略図 昭和26年（1951） 日本通運㈱汐留支店『営業案内』掲載

94 大阪から汐留駅に到着した貨車の荷役作業 昭和24年（1949） 映画「物のながれ」（製作:日本映画社、企画:日本通運㈱）より

95 都電の通る第一京浜国道方面より汐留駅構内を見る 昭和20年代（1945～1954・推定）
流通経済大学 物流科学研究所

平原直物流資料室蔵

96 汐留駅構内図 昭和20年代前半（推定） 個人蔵

97 米軍撮影の空中写真にみる汐留駅 昭和22年（1947） 提供：国土地理院

98 汐留駅に発着する主要品目表 昭和26年（1951） 日本通運㈱汐留支店『営業案内』掲載

99 第8号貨物上家（到着ホーム）での荷役作業 昭和24年（1949） 映画「物のながれ」（製作:日本映画社、企画:日本通運㈱）より

100 汐留駅の第8号上家と第9号上家 昭和20年代（1945～1954・推定）

101 到着ホームでの作業光景 昭和20年代（1945～1954・推定）
流通経済大学 物流科学研究所

平原直物流資料室蔵

102 日本通運㈱汐留支店（推定） 昭和20年代（1945～1954・推定）
流通経済大学 物流科学研究所

平原直物流資料室蔵

103 ホーム上の猫車作業 昭和20年代（1945～1954・推定）
流通経済大学 物流科学研究所

平原直物流資料室蔵

高度経済成長期の汐留駅と「通運」

　構内の変遷　昭和30年代前半(1950年代前半)

104 ガントリークレーン（5トン・手前）とジブクレーン（10トン） 昭和30年（1955）頃

105 汐留駅構内で入換機として活躍する2100形蒸気機関車 昭和33年（1958）頃 東京南鉄道管理局篇『汐留・品川・桜木町駅百年史』（1973年）より転載

106 第1芝口門と第1号～第3号ホーム 昭和32年（1957）

107 汐留駅 昭和30年代後半

108 第1号ホーム側から駅本屋方向を見る 昭和32～34年（1957～1959）頃

109 汐留駅 昭和29年（1954）11月29日撮影
撮影　株式会社翠光社　佐藤翠陽氏

港区立郷土歴史館所蔵

110 汐留駅 昭和31年（1956）1月21日撮影
撮影　株式会社翠光社　佐藤翠陽氏

港区立郷土歴史館所蔵

111 汐留駅 昭和34年（1959） 鉄道博物館蔵

112 4号ホームと5号ホームの間に停車中のジャイアントの三輪トレーラー 昭和30年代中頃（1960年頃）

113 昭和35年4月1日付の構内略図 昭和35年（1960）12月 日本国有鉄道東京工事局『東京駅手小荷物及汐留駅小口混載貨物実態調査』より

114 汐留駅のダブル・スリップ・スイッチ（略称DSS） 昭和33 年（1958） 映画「黄色い車」（製作: 運輸新聞、企画:日本通運㈱、昭和33 年〔1958〕）より

115 9号ホームと駅本屋、通運事業者事務所遠景 昭和30年代中頃（1960年頃）

　構内の変遷　昭和30年代後半(1960～1964年3月)

116
手小荷物センター（昭和39年〔1964〕10月運用開始）、混載1号ホーム（昭和39年4月完成）建

設中の汐留駅
昭和39年（1964）頃

117 駅本屋方面を望む 昭和38年（1963）頃

118 5号ホームと4号ホームの間の通路 昭和30年代後半（1960～64）

119 構内を行きかう日通、丸運、大和各社のトラック
昭和30年代末～40年代初頭

（1960年代半ば頃）

120 汐留駅列車時刻表 昭和37年（1962） 東京南鉄道管理局篇『汐留・品川・桜木町駅百年史』（1973年）より

　構内の変遷　昭和39年～40年代後半頃(1964年4月～1973年9月)

121 首都高速道路側から汐留駅北部・正門方向、新橋駅方面を望む 昭和42年（1967）頃

122 汐留駅全景 昭和46～7年（1971～2）頃 鉄道博物館蔵

123 正門と駅本屋 昭和44年（1969） 掘井純一氏撮影

124 0哩標識

125 混載2号ホームと低床上屋 昭和44年（1969）7月3日 掘井純一氏撮影

126 混載2号ホーム（左側・発送混載）に隣接した低床上屋の内部 昭和39年（1964）

127 混載2号ホーム（発送混載） 昭和45年（1970）

128 正門側からみた駅構内 昭和48年（1973）頃 東京南鉄道管理局篇『汐留・品川・桜木町駅百年史』（1973年）より

129 汐留駅構内図 昭和45年（1970） 国立国会図書館デジタルコレクション
運輸調査局（現・一般財団法人　交通経済研究所）『調査資料』第839号（昭和45年3月）より

https://dl.ndl.go.jp/pid/2525107/1/33

130 芝浦一番線で組成を行うＤＤ13形機関車 昭和40 年（1965）頃

　　手小荷物センターの建設

131 手小荷物発送ホームでの仕分け作業 昭和44年（1969）7月 掘井純一氏撮影

132 連絡地下道の傾斜路 国立国会図書館デジタルコレクション
林康夫･大八木光雄 ｢汐留駅改良施工報告｣『( 東工』第20巻第5号､ 1969年12月)より転載

https://dl.ndl.go.jp/pid/2358918/1/30

133 小荷物の作業光景 昭和43年（1968） 鉄道博物館蔵

134 手小荷物庁舎の建物と手小荷物ホーム外観 昭和47年（1972） No.139写真の部分拡大

135 手小荷物発送・到着ホームと積出しホーム断面図 国立国会図書館デジタルコレクション
林康夫･大八木光雄 ｢汐留駅改良施工報告｣『( 東工』第20巻第5号､ 1969年12月)より転載

https://dl.ndl.go.jp/pid/2358918/1/25

136 手小荷物の自動仕分け機の一部（押し出し装置） 昭和48年（1973）頃 『汐留・品川・桜木町駅百年史』より

137 郵便用のロール・ボックス・パレットと小荷物発送ホームの荷物専用列車 昭和61年（1986） 鉄道博物館蔵

138 手小荷物発送ホームのトーベアー 昭和40年代

139 ＊ 汐留駅行きの小荷物用駅名札 昭和47年（1972）年頃 佐藤美知男氏蔵

140 世界貿易センタービルと旧国鉄・汐留駅全景 昭和47年（1972）

荷役の近代化

141 一貫パレチゼーションのテスト輸送 昭和33年(1958)頃　　 汐留駅

142 ビール用Ｐ箱の手荷役 昭和40年代　　 汐留駅

143 新聞記事「機械化目指す汐留駅現状はなお肩荷役依存」『陸運新聞』　昭和30年7月21日付 昭和30年7月21日
流通経済大学 物流科学研究所

平原直物流資料室蔵

144 汐留の三輪中トレーラー（5トン） 昭和30年代 阿部貴幸氏蔵

145 汐留の三輪軽トレーラー（2.5トン） 昭和30年代 阿部貴幸氏蔵

146 荷台の脱着可能な「のせかえ車」（日本通運㈱両国支店） 昭和30年代

147 ホーム上の混載貨物を運ぶ猫車と看貫（かんかん）作業 昭和30年代前半　　 汐留駅

148 構内連絡用の無線機の利用光景 昭和33年(1958)頃　 汐留駅

149 ホーム上のスキッドに積まれた雑貨と貨車への積込み作業 昭和30年代　　 汐留駅

150 ハンドリフトトラックによるスキッドの移動 昭和30年代　　 汐留駅

151 混載２号ホーム横の低床ホームでのローラーコンベア作業 昭和30年代 汐留駅

汐留駅が扱った貨物

152 時間帯別到着・始発列車本数表（1975年3月現在）
『鉄道貨物輸送の将来と通運の役割』（運輸調査局〔現・一般財団法人交通経済研究所〕、1978

年）より転載

153 「昭和三十六年度運輸取扱数量・収入番附」 公益財団法人 交通協力会 『国鉄線』（17巻8号、1962）より転載 　公益財団法人 交通協力会ウェブサイト電子図書館

154 和歌山から到着した有田ミカン 昭和39年（1964）

155 混載2号ホームに隣接する低床ホームでの米俵のフォークリフト作業 昭和38年（1963）頃

156 酒列車「灘」号で運ばれた日本酒の取り卸し光景 昭和39年（1964）12月

157 フォークリフトとパレットを用いた平判紙の荷役 昭和30年代

コンテナ化と貨物列車の革新

　急行貨物列車

158 ＊ 汐留駅発送貨物（荷用空箱）の普通車票（軽量品表示） 昭和25年（1950）頃 NPO法人貨物鉄道博物館蔵

159 ＊ 急行ワキ列車積載の汐留行 小口混載貨物（着払）の送状 昭和25年（1950）5月
流通経済大学 物流科学研究所

平原直物流資料室蔵

160 ＊ 「ゆたか」号のリーフレット 昭和36年（1961） 渡辺一策氏旧蔵

161 ＊ 「さかえ」号のリーフレット 昭和38年（1963） 個人蔵 展示期間：2023年10月28日～12月24日

162 ＊ 「さかえ」号のリーフレット 昭和38年（1963） 展示期間：2024年1月5日～1月22日

163 ＊ 昭和36年の東京発コンテナの輸送状況図　コンテナセンター編『東鉄の貨物』 昭和37年（1962） 渡辺一策氏旧蔵 展示期間：2023年10月28日～12月24日　2024年1月5日～1月21日は複製展示

　「たから号」

164 「たから」号 昭和35年（1960）10月 若尾侑氏撮影

165 南10番線で荷役作業中の「たから」号 昭和34年（1959）

166 「たから」号とＴＣＭフォークリフトの荷役 昭和35年（1960）10月 若尾侑氏撮影

167 「たから」号のコンテナを積み正門を出る緊締装置のない三輪トレーラー 昭和35年（1960）10月 若尾侑氏撮影

168 初のコンテナ専用貨車（試作車）チキ5000 に積載の5000形試作コンテナ 昭和34年（1959）4月

169 飾り付けされた「たから」号の車掌車 昭和34年（1959）11月 鈴木靖人氏撮影

170 「たから」号の車掌車 昭和34年（1959） 鈴木靖人氏撮影

171 「たから」号のパレード 昭和34年（1959）10月28日

172 ＊ 「たから」号のテールマーク 昭和34年（1959）頃 鉄道博物館蔵

173 ＊ コンテナ特急「たから」号模型

　フレートライナー

174 フレートライナー開業頃の駅正門と駅本屋 昭和44年（1969）4月23～24、26～

175 東京・渋谷付近を走行するフレートライナー 昭和44年（1969）

176 フレートライナー開業にあわせ開発された10トン20フィートコンテナ（国鉄コンテナ） 昭和44年（1969）　　 汐留駅

177 フレートライナー開業にあわせ開発された10トン20フィートコンテナ（日本通運㈱私有コンテ 昭和44年（1969）　　 汐留駅

晩年の汐留駅

178 8号ホームと9号ホーム 昭和53年（1978）11月11日 渡辺一策氏撮影

179 汐留駅より東京市場線を望む 昭和61年（1986）10月26日 渡辺一策氏撮影

180 スワロー号の出発式 昭和53年（1978）

181 手小荷物発送ホームでのカートレインの自動車荷卸し 昭和60年（1985）9月1日 吉岡心平氏撮影

182 東京鉄道荷物㈱汐留営業所の入口 昭和61年（1986）10月26日 渡辺一策氏撮影

183 廃止直前の鉄道記念日の汐留駅 昭和61年（1986）10月14日撮影

184 昭和50年（1975）頃の構内略図 「ターミナル・レポート（16）汐留」（『貨物』25 巻7 号、1975 年）より転載

185 汐留駅の将来構想図 国会図書館デジタルコレクション
清水賢治郎「汐留駅貨物設備の東（タ）駅移行計画について」（『東工』第32巻4号、1982年3月）

より

186 ＊ 作業用ヘルメット 鉄道博物館蔵

187 廃止1年前の汐留駅 昭和60年（1985）7月23日撮影 写真提供：朝日新聞フォトアーカイブ
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第２会場　東京の貨物取扱駅
番号 実物 資　　料　　名 年　　代 所　蔵　・　撮　影 備　　考

東京貨物ターミナル駅 

188 駅舎屋上から撮影されたコンテナフェア会場 昭和59年（1984） 掘井純一氏撮影

189 東京貨物ターミナル駅構内 昭和49年（1974） 西端慎一氏撮影

190 東京貨物ターミナル駅のコンテナ荷役線 昭和49年（1974） 西端慎一氏撮影

191 東京貨物ターミナル駅のコンテナ荷役線 平成20年（2008）

192 東京貨物ターミナル駅駅舎 平成20年（2008）

193 コンテナ荷役作業 平成20年（2008）

東京市場駅

194 東京市場駅に入線する「東鱗」号 昭和44年（1969）

195 鮮魚用木樽の荷卸し 昭和44年（1969）

196 東京市場駅鮮魚用ホーム 昭和44年（1969）

197 鮮魚用木樽で埋め尽くされた鮮魚用ホーム 昭和44年（1969）

芝浦駅

198 芝浦駅構内（芝浦埠頭） 昭和44年（1969） 掘井純一氏撮影

199 芝浦駅（芝浦埠頭）荷扱いホーム 昭和58年（1983） 長門克巳氏撮影

200 構内（芝浦埠頭）を走行する入換列車 昭和50年（1975） 渡辺一策氏撮影

201 芝浦駅駅舎 昭和58年（1983） 長門克巳氏撮影

202 古川可動橋 昭和58年（1983） 長門克巳氏撮影

203 芝浦埠頭の東京都港湾局専用線と都営上屋 昭和58年（1983） 長門克巳氏撮影

品川駅

204 東京合同運送品川支店 昭和9年（1934）

205 貨物ホームでのコンベアを用いた荷役 昭和30年代前半

206 品川駅での薪の手荷役作業 昭和30年（1955）頃

207 貨車で運ばれてきた移動動物園の象 昭和31年（1956）

208 品川駅構内 昭和40年（1965）頃

隅田川駅

209 米の荷卸し作業 昭和30年代前半

210 ベルトコンベアを用いた荷役作業 昭和43年（1968）

211 作業用荷車に載せられた小荷物 昭和45年（1970）頃

212 年末ピーク時に山積する小荷物 昭和45年（1970）頃

213 隅田川駅構内のコンテナとタンク車 昭和45年（1970）頃

214 隅田川駅構内 昭和58年（1983） 長門克巳氏撮影

215 隅田川駅構内看板 昭和51年（1976） 吉岡心平氏撮影

216 隅田川駅荷物ホーム 昭和58年（1983） 長門克巳氏撮影

秋葉原駅

217 秋葉原運送株式会社新築記念絵葉書 昭和3年（1928）

218 エレベータによる米の荷卸し作業 昭和30年代前半

219 秋葉原駅の腰抱き荷役 昭和25年（1950）

220 構内での米の取卸し作業 昭和30年代前半

221 フォークリフトとパレットを使った釘樽の荷役 昭和32年（1957）

222 秋葉原駅第二相生門 昭和31年（1956）頃

223 秋葉原駅花岡門 1960年代

田端操駅

224 田端操駅西側の高台からみた構内 昭和48年（1973） 吉岡心平氏撮影

225 田端操駅駅名板 昭和49年（1974） 吉岡心平氏撮影

226 田端操駅構内の入換列車 昭和51年（1976） 掘井純一氏撮影

227 田端操駅南側の道路橋からみた構内 昭和55年（1980） 植松昌氏撮影

飯田町駅

228 貨物の取扱い光景 昭和10年（1935）頃

229 飯田町駅構内 1960年代

230 紙流通センターと貨物列車 昭和48年（1973）

231 ロール紙の荷役作業 昭和40年代後半

232 紙流通センター外観 昭和40年代後半

233 板紙のトラック輸送 昭和40年代後半

234 紙流通センター内を移動する印刷物 昭和40年代後半

235 コンベアを使用した出版物の荷役作業 昭和40年代後半

小名木川駅

236 小名木川駅全景（航空写真） 昭和62年（1987）

237 ハンドスクレーパーによる荷役作業 昭和30年（1955）頃

238 小名木川駅一般貨物ホーム 昭和50年（1975） 渡辺一策氏撮影

239 小名木川駅重量貨物ホーム 昭和52年（1977） 渡辺一策氏撮影

越中島駅

240 構内のタンク車の列 昭和51年（1976） 吉岡心平氏撮影

241 越中島駅構内 昭和58年（1983） 長門克巳氏撮影

映像資料
番号 実物 資　　料　　名 年　　代 所　蔵　・　撮　影 備　　考

242 汐留駅関連映像（全23分）
昭和24年（1949）～昭和34年

（1959）

「物のながれ」（1949年／白黒／製作：日本映画社）／「躍進する日本通運」（1958年／白黒／製

作：運輸新聞社）／「黄色い車」（1958年／カラー／運輸新聞映画部）／「荷役はかわる 第２集」

（1960年／カラー／製作：運輸新聞社映画部）／５トンコンテナＣＭ（1959年／白黒）／５トン試

作コンテナのニュース映像（1959年／白黒／音声なし）よりそれぞれ汐留駅登場シーン及び関連映

像を編集

243 スライドショー「航空写真で見る汐留駅と跡地の変遷」（2分27秒） 昭和57年（1982）～令和2年（2020） 東京都提供

「都政記録写真」より汐留駅及びその跡地の空撮写真13点をスライドとして編集

1982年3月3日（0020378）／1985年3月（0007620）／1985年12月20日（0000521）／1988年1月11

日（0001162）／1991年2月（0008539）／1993年3月9日（0003602）／1993年3月9日（0009439）

／1997年2月12日（0009856）／2002年11月27日　（0061754）／2004年1月20日（0060822）／

2004年1月20日（0060825）／2012年2月9日（0082390）／2020年5月13日（0098840）

※（ ）内は都政写真画像№

パンフレット等
番号 実物 資　　料　　名 年　　代 所　蔵　・　撮　影 備　　考

244 ＊ オレンジカード 昭和60年代 個人蔵 展示期間：2023年11月14日～12月3日

245 ＊ 「汐留駅　鉄道100年」 昭和47年（1972） 個人蔵 展示期間：2023年11月14日～12月3日

246 ＊ 「引越しは国鉄コンテナで」 昭和47年（1972） 個人蔵 展示期間：2023年11月14日～12月3日

247 ＊ 「70年代の貨物輸送」 昭和45年（1970） 個人蔵 展示期間：2023年11月14日～12月3日

248 ＊ 「国鉄コンテナ」 昭和㊵年代中頃 個人蔵 展示期間：2023年11月14日～12月3日

249 ＊ 「東京北鉄道管理局　貨物ガイド」 昭和49年（1974）頃　 渡辺一策氏旧蔵 展示期間：2023年12月5日～12月23日

250 ＊ 「東京貨物ターミナル駅」 平成7年（1995）頃 植松昌氏蔵 展示期間：2023年12月5日～12月23日

251 ＊ 「小口混載お荷物の運送ご案内」 昭和40年代前半 渡辺一策氏旧蔵 展示期間：2023年12月5日～12月23日

252 ＊ 「SUMIDAGAWA　STATION」 平成元年（1989） 植松昌氏蔵 展示期間：2023年12月5日～12月23日

253 ＊ 「宅配鉄道便」リーフレット 昭和57年（1982） 展示期間：2023年12月24日～2024年1月21日

254 ＊ 「国鉄汐留駅の話」 昭和47年（1972）頃 展示期間：2023年12月24日～2024年1月21日

255 ＊ 「これからの貨物輸送」 昭和44年（1969） 展示期間：2023年12月24日～2024年1月21日

256 ＊ 「フレートライナー利用案内」 昭和45年（1970） 展示期間：2023年12月24日～2024年1月21日

以上


